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鉄道事業者にとって最もなじみ深い関連事業は沿

線開発です。沿線住民を増やして通勤・通学や買い

物で鉄道を利用してもらう。最近は駅ビルやホテ

ル、駅型保育施設などを含めた「街づくり事業」の

呼び名も定着しつつあります。

街づくり事業の話題を探す中で見つかったのが、

小田急電鉄の「ＷＯＯＭＳ」（ウームス）。資源や

廃棄物の収集・運搬を効率化する、典型的なソリュ

ーション(課題解決)型ビジネスです。東京都内で開

かれた「資源循環ＥＸＰＯ」の小田急ブースで、経

営戦略部の正木弾課長（ウェイストマネジメント事

業ＷＯＯＭＳ統括リーダー）に戦略を聞きました。

洋上風力発電への送迎
から集配用ＥＶまで
併催展にも多彩な出展者

郵便配送車は現在約1200台。配備された郵便

局には、インフラとして普通充電設備を用意しま

す。理論的には１回のフル充電で150㌔走行できま

すが、日本郵便は１日当たり50㌔程度に抑え、いわ

ゆる〝ガス欠〟を防止とします。

ミーブバンは車両価格245万円前後。補助金を利

用すれば、より割安な購入が可能で、資源循環

では三菱自工の担当者が来場した企業関係者に

業務用としての採用を呼び掛けました。

小田急のＷＯＯＭＳを取材したのは、３月16～18

日に東京都江東区の東京ビッグサイトで開かれた展

示・商談会「資源循環ＥＸＰＯ」（ 主

催）。「二次電池展～バッテリージャパン～」「バ

イオマス展［春］」などとの同時開催で、全体では

「スマートエネルギー2022春」と総称されま

す。

鉄道事業者の参加は小田急だけだったので、ここ

では交通新聞読者の皆さんに興味を持っていただけ

そうな２社を取り上げます。

インフラ管理事業の一環
愛知県豊山町の県営名古屋空港に本社を置く中日

本航空には、名古屋鉄道が出資しています。同社

は、洋上発電の「 春2022」に出展し

ました。

 は、再生可能エネルギーの一つと

して可能性を持つ風力発電の総合展。洋上発電は太

陽光発電と異なり、昼夜を問わず発電できるメリッ

トがありますが、陸上は設置場所に制約があり、海

上に設備を建設する洋上風力発電への期待が高まり

ます。

日本の洋上風力発電設備は2020年末時点で７カ所

28基、今後の普及促進が見込まれます。

中日本航空が手掛けるのは直接の発電ではなく、

洋上の発電設備への送迎。事業分野ではインフラ管

理の一環で、鉄道施設の維持・管理と同列に位置付

けられます。

ＥＶ集配車でクリーン物流
小田急と同じ資源循環には、三菱自動車

工業がブースを構え、電気軽自動車（）「ミニ

キャブ・ミーブバン」の日本郵便版を展示しまし

た。

ハ
ウ
を
持
つ
、
ル
ビ
コ
ン
社

を
見
つ
け
出
し
た
そ
う
で

す
。交

通
新
聞
の
紙
面
で
は
、

鉄
道
事
業
者
と
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
協
業
の
ニ
ュ
ー
ス
が
数

多
く
発
信
さ
れ
ま
す
。
小
田

急
の
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ｓ
を
取
材
し

て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
社
会

や
産
業
界
を
変
え
る
第
４
次

産
業
革
命
の
時
代
を
迎
え
、

大
手
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と

い
う
企
業
の
壁
、
さ
ら
に
は

国
境
の
壁
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

世
界
に
、
も
は
や
存
在
し
な

い
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

鉄
道
経
験
者
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
や
運
用
面
で
、
列
車

運
行
の
発
想
が
生
か
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
」
と
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。

も
う
一
つ
の
疑

問
は
、

日
本
で
は
ほ
ぼ
無
名
の
米

国
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

を
、
ど
う
し
て
探
し
当
て
た

の
か
。
小

田
急
は
一
部
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
企
業
の
力
も

借
り
な
が
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
検
索
な
ど
で
廃
棄
物
収

集
・
運

搬
に
革
新
的
ノ
ウ

最
後
に
せ
っ
か
く
交
通
新

聞
で
紹
介
の
チ
ャ
ン
ス
を
い

た
だ
い
た
の
で
、
鉄
道
に
関

連
す
る
質
問
を
投
げ
掛
け
て

み
ま
し
た
。
私
が
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

Ｓ
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
聞
い

て
思
い
立
っ
た
の
は
、
「
鉄

道
の
運
行
管
理
（
指
令
）
や

車
両
運
用
に
似
て
い
る
」
で

す
。正

木
課
長
は
、
「
確
か
に

サ
ー
ビ
ス
の
基
本
は
ル
ビ
コ

ン
社
の
シ
ス
テ
ム
で
す
が
、

小
田
急
の
担
当
者
は
多
く
が

効
活
用
。
啓
発
活
動
と
し

て
、
地
元
小
学
校
で
ご
み
問

題
を
考
え
る
移
動
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

新
規
事
業
で
は
、
子
育
て

環
境
改
善
に
つ
な
が
る
紙
お

む
つ
リ
サ
イ
ク
ル
に
、
衛
生

用
品
メ
ー
カ
ー
と
共
同
で
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

今
後
は
小
田
急
沿
線
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
可
能
性
が

あ
れ
ば
全
国
展
開
を
目
指
し

ま
す
。
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ｓ
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
や
パ
ソ
コ
ン
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ
な
い

で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
、

い
わ
ゆ
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
な
の
で
、
場
所
の
制
限
は

受
け
ま
せ
ん
。

座
間
市
が
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ｓ
を

採
用
し
て
の
成
果
。
21
年
度

上
期
デ
ー
タ
で
収
集
車
の
平

均
積
載
量
は
２
・
２
㌧
、
前

年
同
期
の
１
・
９
㌧
よ
り
増

加
し
ま
し
た
。
延
べ
運
搬
回

数
は
、
４
６
２
８
回
（
前
年

７
５
２
２
回
）
。
現
場
か
ら

は
、
「
年
末
年
始
の
残
業

（
特
に
正
月
）
が
減
っ
た
」

「
昼
休
み
が
取
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
」
「
応
援
の
収
集
車

が
必
要
な
場
合
な
ど
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
通
報
機
能
で
即
応
で

き
る
」
と
歓
迎
の
声
が
上
が

り
ま
す
。
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ｓ
は
働

き
方
改
革
を
実
現
し
ま
し

た
。小

田
急
と
座
間
市
は
、
効

率
化
で
生
ま
れ
た
余
力
を
有

（
ゼ
ロ
）
、
Ｏ
ｄ
ａ
ｋ
ｙ
ｕ

（
小
田
急
）
の
合
成
語
。
Ｍ

は
Ｗ
の
１
８
０
度
回
転
で
、

廃
棄
物
を
資
源
に
変
え
る
事

業
内
容
を
表
現
し
ま
す
。
最

後
の
Ｓ
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と

組
む
複
数

形
を
表
し
ま

す
。

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
手
掛

け
、
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
ま

す
。コ

ン
セ
プ
ト
は
「
ビ
ヨ
ン

ド
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
（
〝
ご

み
〟
の
な
い
世
界
へ
）
」
。

Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ｓ
は
Ｗ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ

（
廃
棄
物
）
、
ｚ
ｅ
ｒ
０

技
術
）
を
活
用
し
た
廃
棄
物

収
集
・
運
搬
の
革
新
で
す
。

小
田
急
は
ル
ビ
コ
ン
社
と

事
業
提
携
し
て
昨
年
９
月
、

「
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ｓ
」
の
ブ
ラ
ン

ド
名
で
ウ
ェ
イ
ス
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
事
業
（
廃
棄
物
管
理

事
業
）
へ
の
進
出
を
発
表
し

ま
し
た
。
と
は
い
え
、
小
田

急
が
直
接
廃
棄
物
処
理
に
乗

り
出
す
の
で
は
な
く
、
役
目

は
サ
ポ
ー
タ
ー
。
自
治
体
や

廃
棄
物
収
集
業
者
を
対
象
に

課
題
解
決
の
必
要
性
は
分

か
り
ま
し
た
が
、
小
田
急
に

は
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
。
そ
こ

で
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
す
中
で

行
き
当
た
っ
た
の
が
、
ル
ビ

コ
ン
・
グ
ロ
ー
バ
ル
社
。
米

国
内
に
本
社
を
置
く
２
０
０

７
年
設
立
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
（
ベ
ン
チ
ャ
ー
）
企
業
。

事
業
内
容
は
「
新
規
技
術
を

活
用
し
た
廃
棄
・
リ
サ
イ
ク

ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
、
つ

ま
り
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信

し
ま
し
た
。
ま
ず
、
人
手
不

足
が
深
刻
。
そ
の
た
め
処
理

費
用
が
高
騰
す
る
。
十
分
に

分
別
で
き
な
い
と
、
本
来
は

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
資
源
ま

で
焼
却
さ
れ
て
し
ま
う
。

収
集
・
運
搬
を
改
善
し
な

い
限
り
、
問
題
の
解
決
は
難

し
そ
う
で
す
。
小
田
急
は
、

「
廃
棄
物
処
理
は
改
善
が
必

要
な
街
の
イ
ン
フ
ラ
」
と
気

付
き
ま
し
た
。

経
て
中
間
処
理
業
者
や
最
終

処
分
場
に
運
ば
れ
ま
す
。
小

田
急
が
業
界
を
リ
サ
ー
チ
し

た
と
こ
ろ
、
問
題
点
が
判
明

収
集
の
壁
。
シ
モ
キ
タ
は
大

き
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ビ
ル
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

業
者
は
自
分
で
探
さ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
簡
単

に
は
見
つ
か
ら
な
い
。
処
理

費
も
高
額
に
な
り
ま
す
。
こ

う
し
た
状
況
は
、
シ
モ
キ
タ

の
活
力
を
そ
ぐ
マ
イ
ナ
ス
要

因
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

廃
棄
物
は
収
集
・
運
搬
を

「
シ
モ
キ
タ
は
、
関
西
で
い

え
ば
大
阪
・
ミ
ナ
ミ
の
ア
メ

リ
カ
村
」
と
も
あ
り
ま
し

た
。「

下
北
沢
で
お
店
を
や
り

た
い
」
と
思
う
オ
ー
ナ
ー
も

多
い
わ
け
で
す
が
、
最
初
に

立
ち
は
だ
か
る
の
が
廃
棄
物

少
々
硬
め
の
表
現
を
、
私

な
り
に
か
み
砕
き
ま
し
た
。

小
田
急
沿
線
に
下
北
沢
（
シ

モ
キ
タ
）
と
い
う
街
が
あ
り

ま
す
。
駅
周
辺
に
は
若
者
向

け
の
カ
フ
ェ
や
劇
場
、
古
着

店
が
立
ち
並
び
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
に
は
、

シ
ョ
ン
の
柱
に
据
え
、
ご
み

の
減
量
に
取

り
組
み
ま

す
。小

田
急
は
、
座
間
駅
前
の

社
宅
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
ホ
シ
ノ
タ
ニ
団
地
な
ど
で

座
間
市
と
の
協
力
関
係
が
生

ま
れ
、
19
年
６
月
に
「
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
推

進
に
係
る
連
携
と
協
力
に
関

す
る
協
定
」
を
結
び
ま
し

た
。
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ

ノ
ミ
ー
は
「
循
環
型
経
済
」

を
意
味
し
ま
す
。

川
県
座
間
市
。
人
口
13
万
都

市
の
同
市
は
、
資

源
リ
サ

イ
ク
ル
を
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

小
田
急
が
提
供
す
る
の

は
、
「
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ｓ
ア
プ

リ
」
と
「
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ｓ
ポ
ー

タ
ル
」
の
二
つ
。
ア
プ
リ
は

廃
棄
物
収
集
車
に
搭
載
す
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
車
両
ご
と
に
地
図

や
ル
ー
ト
、
新
し
い
収
集
ス

ポ
ッ
ト
な
ど
を
表
示
し
ま

す
。従

来
の
紙
ベ
ー
ス
で
は
、

収
集
車
ご
と
に
コ
ー
ス
を
組

ん
で
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
。
回

収
後
は
処
分
場
で
受
け
取
る

チ
ケ
ッ
ト
の
デ
ー
タ
を
事
務

所
に
帰
っ
て
書
き
写
し
、
確

認
の
押
印
を
受
け
る
手
作
業

が
必
要
で
し
た
が
、
デ
ー
タ

化
で
工
程
は
大
幅
に
簡
素
化

さ
れ
ま
し
た
。
管
理
用
ポ
ー

タ
ル
は
、
収
集
車
の
現
在
地

な
ど
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把

握
で
き
ま
す
。

先
に
紹

介
す
べ
き
で
し

た
が
、
小
田
急
が
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

Ｓ
を
始
動
さ
せ
た
の
は
神
奈

■筆者紹介■ 上里 夏生(こうざと･なつお)42年間在職した交通新聞社を2019年に退職。現在は交通ジャーナリストとして鉄道、観光、自動車業界の機関誌や

インターネットメディアに寄稿。モットーは「読んだ方が鉄道をもっと好きになる記事やコラム」。なお、本稿は交通新聞とは直接関係ない筆者の見解である。

米･

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
協
業

紙
情
報
の

デ
ジ
タ
ル
化

運
搬
回
数
が
減

「
循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
多
岐
に
わ
た
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
中
か
ら

地
域
の
現
実
的
課
題
で
、
循
環
型
社
会
実
現
の
道
を
拓
く
〝
ご
み
〟
に
着
目
し

た
」
（
小
田
急
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
）
。
こ
れ
が
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ｓ
始
動

の
き
っ
か
け
で
す
。

資
源
循
環
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
の
小
田
急
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ｓ
ブ
ー
ス
。
テ
ー
ブ
ル
中
央
に
置
か

れ
る
の
が
廃
棄
物
集
配
車
に
搭
載
さ
れ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
す

中
日
本
航
空
の
ブ
ー
ス
に
は
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
模
型
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

は
「




（
空
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
）
」
で
す

日
本
郵
便
の
Ｅ
Ｖ
配
送
車
に
は
車
体
に

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の｢

ぽ
す
く

ま｣

が
描
か
れ
ま
す
。
Ｅ
Ｖ
車
は
災
害

時
、
蓄
電
池
と
し
て
外
部
給
電
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

●
廃
棄
物
収
集
が
町
の
活
力
削
ぐ

●
新
規
技
術
活
用
の
廃
棄
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

●
ア
プ
リ
と
管
理
用
ポ
ー
タ
ル
提
供

●
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ｓ
で
働
き
方
が
変
わ
る

●
列
車
運
行
管
理
の
発
想
が
生
き
た

多士済々のメンバーが集う小田急ＷＯＯＭＳチーム。前列右側が
統括リーダーの正木課長です（画像・小田急電鉄）

（）第３種郵便物認可   （令和４年） 


